
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年４月２７日 発行 

No. １２7 

《第 １ ２ ７ 号》 

テーマ「新年度の抱負」 
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 ４月７日（木）の習志野高校入学式を皮切
りに、８日（金）は市立各中学校で、１１日
（月）は市立各小学校で、１２日（火）は市
立各幼稚園・こども園で、入学式・入園式が
行われました。「withコロナ」の視点で、各
校が感染症対策に万全を期して実施し、夢や
希望に満ち溢れた園児・児童・生徒が入学・
入園しました。表紙の写真は、屋敷小学校の
入学式の様子です。呼名されると元気に返事
をする新入生の姿に「これからがんばる
ぞ！」という強い思いが窺えました。 
 第１２７号では新任の校長先生、教頭先
生、新規採用教職員の皆様の決意表明、抱負
をお届けします。 

－１－ 

発行・編集 習志野市教育委員会 

☎ 047-451-1151（代表） 

習志野市ホームページ 

学校教育だよりはこちら 

から御覧いただけます 

習志野市立屋敷小学校 

学校の様子を動画で紹介！ 



「きらりと光る教育活動」 

 

 

 

 

 

 

 

「習高だよ！今日は来てよかったね！」「ラッキーな日だね！」プロ野球の本拠地開幕戦、試合開始前のセ

レモニーにおける観客の会話です。習志野高校吹奏楽部が招かれ（このことは観客に事前に告知されてい

なかった）、緑のフィールド一杯に球団ロゴの陣形で、球団歌を演奏する機会がありました。どこからともな

く耳に入ってきた冒頭の会話に、長引くコロナ禍で、ようやくイベントが行われるようになったことや、厳しい

状況ではあっても必要な準備を怠らなかった習高生の活躍、そして吹奏楽部に期待する声に接し、嬉しく、

そして誇らしい気持ちになりました。 

令和４年度がスタートして１か月が経過しようとしています。依然としてウィズ・コロナであり、気を抜くこと

ができません。一方でコロナ禍３年目を迎え、「コロナ禍だから控える」ことから「コロナ禍だからこそ活動

（実施）する」ことが強く求められています。まさに、ウィズ・コロナだからこそ「きらりと光る教育活動」を大切

にしなければなりません。先月、習高においては、柔道部の鎌倉選手が全国高校柔道選手権８１ｋｇ級で優

勝、吹奏楽部クラリネット四重奏（林さん・山里さん・畑瀬さん・山邊さん）が全日本アンサンブルコンテスト

で金賞を受賞するなど、まさに「きらりと光る」結果を残しています。（この他に習高では柔道部黒川選手が

同大会７３ｋｇ級でベスト１６、全国高校体操選抜大会で荻野選手が男子個人総合１３位、全国高校ボクシ

ング選抜大会に鎌田選手が出場、東日本高校女子ソフトボール大会で準優勝、四中吹奏楽部では同コン

テストのフルート四重奏で銅賞。）全国の頂点に至るまでには想像を絶する苦労があったことと思います。し

かしながら、可能性を信じて取り組まなければ、結果を残すことはできません。どんな状況下であっても不断

の努力と、しっかりとした目標の設定が必要です。そこで、本市伝統の「小さな都市（まち）の大きな教育」

の実現に向け、令和４年度の学校教育における３つの目標をあげさせていただきます。 

１ 一人一人が輝く 「きらりと光る教育活動の推進」…児童・生徒一人一人の自己存在感を高める（輝く）

ためには、自身の良さに気づくことが大切です。そのためには、校園内だけでなく、外部から評価される活

動を意図的、計画的に取り組んでほしいと考えています。コロナ禍で、外との交流は難しいという考え方も

ありますが、オンライン等の工夫で、これまで以上に外部に発信することも可能です。大会はもちろんコンク

ール等に積極的に参加することで、児童・生徒の意欲を高めることができます。もちろん、過度な負担になら

ないよう、意図的・計画的に取り組む必要があります。 

２ 一人一人を大切にする 「教育相談（生徒指導）の充実」…児童・生徒の心のケア、つまり、悩みを受け

とめることのできる学校体制の構築が、必要不可欠です。教育相談（生徒指導）体制の充実が、安全・安

心な学校園づくりの基本でもあります。 

３ 一人一人を伸ばす 「高水準の学習指導の展開」…昨年度導入したタブレットの活用については、「い

つでも使える文房具・教材」として定着させる必要があります。保護者・児童・生徒へのアンケート結果にも

あるよう、家庭に持ち帰っての活用については課題があり、工夫した取組が求められます。また、学力向上

の基本は授業であり、ノートとタブレットの双方が効果的に活用されることが高水準の学習指導、ひいては

学力の定着には不可欠であり、意識して取り組みたいものです。また、本市伝統の公開研究会については、

教師の指導力の向上、効果的な学習指導法の発信等、目的を明確にするとともに、ウィズ・コロナ、アフタ

ー・コロナにも対応できるよう、創意工夫が必要です。 

      本年度も本市の教育活動に、御理解・御協力をお願いいたします。 

 

 

習志野市教育委員会教育長 小熊 隆 
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 向山幼稚園 

園長 関口 扶美 

      
 

 

実籾小学校 

校長 東 秀行 

 

 

 

 

袖ケ浦西小学校 

 校長 德武 義裕 

        

 

屋敷小学校 

 校長 利根川 賢 

 

 

実花小学校 

校長 阿部 真一 

 
 

 

香澄小学校 

校長 柳澤しのぶ 

 

 

 

第三中学校 

校長 野村 健一 

 
 

 

「ぴんぴん・きらきら・にこにこ」 
ぴんぴん  元気なからだ 
きらきら  かがやく瞳 

 にこにこ  明るい笑顔 
 
このような児童があふれる学校づくりのために、私

自身が率先垂範を心がけ、「ぴんぴん・きらきら・に
こにこ」の姿で児童や保護者、地域の皆様、職員に接
していきます。そして、「すべては子どもたちのため
に」努力してまいります。 
 
 

「小さな学校の大きな教育」 
「小さな学校の大きな教育」を掲げ、学校目標に定

めている「笑顔と感動が溢れる学校」作りに全力で取

り組んでいく所存です。新型コロナウイルスによる制

限のある生活の中で、我慢したこと、出来なかったこ

とを取り戻していけるよう、教職員一丸となって取り

組むと同時に、小さな学校にしかできないことをしっ

かりと模索していきたいと思います。 

 

「教職員・保護者・地域とのつながりを大切に」            
 
実花小学校への着任は、３回目 
となります。愛着のある実花小学校に校長として着
任できたことをたいへん嬉しく思っています。私を
一教員として育てていただいた学校・地域に恩返し
ができるチャンスです。児童の健やかな成長、そし
て笑顔のために、教職員・保護者・地域の皆様との
コミュニケーション・つながりを大切に学校運営に
力を尽くしてまいります。 
 
 

「強い覚悟をもって」 
 
 始業式、２～６年生の児童およそ７００名の前
に立った時「この子たちの命を預かる、その責任者
に自分はなったのだ。」と、強い使命感と緊張感が
湧き上がってきました。児童が安全・安心に生活し、
自分の目標に向かって思う存分、学習・運動ができ
る学校づくりに、強い覚悟をもって取り組んでまい
ります。 
 
 

「小さな学校の大きな教育」 
 
新入生３３名を迎え、児童数 
１９３名で令和４年度をスタートしました。 
袖ケ浦西小学校のこれまでのよき伝統を土台とし
て、教育活動の一層の充実を図り、児童の健やかな
成長を支えていきたいと考えています。習志野市内
では、一番小さな小学校になりますが、「小さな学
校の大きな教育」を掲げ、取り組んでまいります。 
 

「児童の笑顔のために」 
 

満開の桜が咲くなか、緑豊かで 
歴史と伝統のある実籾小学校に 
着任しました。児童の明るい声を聞き、元気な姿を
見ているだけで幸せを感じています。 
学校だけでは児童を育てることができません。学
校職員、そして家庭や地域が手を取り合って、児童
の笑顔のために尽力する「地域とともにある学校」
をめざしてまいります。 
 

「だいすき！むこうやま」 
 
幼稚園は、瑞々しい感性の幼児が社会への第１歩を踏

み出す場所です。保護者のもとを離れ緊張しながらも、

幼稚園での経験を新鮮な心で吸収し、自分のものとして

いきます。そのことを胸に刻み、向山幼稚園が「楽しい」

「明日も行きたい」場所となるよう、職員が一丸となり、

温かく幼児に寄り添い、魅力的な環境づくりに力を尽く

してまいります。 

 

－３－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習志野高等学校 

校長 大崎 栄貴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４－ 

鷺沼小学校 

教頭 渡辺 明日子 教頭 菅谷 茂良 

大久保東小学校 

教頭 清田 剛 

東習志野小学校 秋津小学校 

教頭 村山 智恵子 

第一中学校 

教頭 鈴木 建史 

第七中学校 

教頭 江住 敏也 

「決意新たに」 
 
４月６日の着任式、始業式の前日は、鷺沼小学校

の児童と会えるドキドキとワクワクで眠れませんで

した。児童のキラキラと輝く姿を大事にし、これか

ら一年間、エネルギー溢れる先生方と一緒に児童の

成長を見守り、児童、先生方、地域のために尽力して

まいります。 

「自校を誇れる学校に」 
 
児童も教職員も保護者も 

「大久保東小学校で良かった」と一人一人が思える

ように教頭として力を尽くしてまいります。そし

て、今年で６０周年を迎える大久保東小学校を地域

や関係者の皆様と一緒に、さらに活気のある学校に

していきたいと思います。 

「元気いっぱい東習志野小学校！」 
 
桜も満開の４月１日に着任しました清田 剛 

（きよたごう）と申します。千葉県長柄町出身です。

現代の教育は課題が山積していますが、「笑顔」溢れ

る学校にするためには、先生方の健康ややる気がとて

も大切です。笑顔第一で、働きやすい職場にしていき

たいと思います。 

「子供たちや職員の笑顔を大切に」 
 
秋津小学校は、学校・家庭・ 

地域が一体となって児童を育んでいます。児童が

きらりと輝き、笑顔いっぱいの毎日となるよう丁

寧に対応してまいります。そのためにも職員一人

一人の声に耳を傾け、真摯に取り組んでいきたい

と思います。 

 

 

「居心地のよい 
学校環境づくり」 
 

歴史ある第一中学校の一員となれたことを大変う

れしく思っております。教頭一年目として保護者の

皆様、地域の皆様と手を携えながら、すべての生徒

にとって学びがいのある学校、そして笑顔があふれ、

生徒や教職員にとって居心地のよい学校環境づくり

に力を尽くして参ります。どうぞよろしくお願い致

します。 

「合いのある学校 
～語り合い 学び合い 響き合い～」 
 

「生徒一人ひとりの個性を大切にする教育の実

践」「環境が整備され、ごみの落ちていない学校」

を目指し、生徒たちからもたくさんのエネルギー

をもらいながら、教職員のリーダーとなって、全

力で学校運営を支えていきます。 

「雑草の如く逞しく」 
 
  コロナによる影響が残る中、 
始業式・入学式を実施し令和４年度がスタート致し
ました。この予測不可能な困難な時代にあっても、
教職員・生徒とともに「雑草の如く逞しく」という
「習高精神」を具現化し、生徒を育み、市民に愛さ
れる習志野高校を目指す覚悟で全力で取り組みま
す。 
 
 
 
 



津田沼小 教諭 稲田 龍之介 津田沼小 教諭 北本 陸 

 

津田沼小 教諭 五日市 さや 

 

大久保小 教諭 今井 晴貴 大久保小 教諭 服部 沙織 

 

谷津小 教諭 斎藤 汐里 

谷津小 教諭 鈴木 海人 谷津小 教諭 石田 脩土 谷津小 教諭 平間 太一 

鷺沼小 教諭 諸岡 大輝 鷺沼小 教諭 櫻井 みすず 鷺沼小 教諭 樋口 航輝 

実籾小 教諭 藤井 ゆり奈 実籾小 教諭 多部田 剛志 大久保東小 教諭 関口 直人 

袖ケ浦西小 教諭 南 友美子 東習志野小 教諭 栢本 大輝 東習志野小 教諭 小林 颯人 

東習志野小 教諭 渡邊 徹志 東習志野小 教諭 砂岡のどか 屋敷小 教諭 有賀 みさと 

屋敷小 教諭 石川 和樹 屋敷小 教諭 板橋 一葉 屋敷小 教諭 堂前 憲弘 
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※授業風景は模擬授業（児童・生徒のいない
教室等）なのでマスクを外しています。 

私は，「子どもたちの
手本となる大人」でい
たいです。一人一人に
寄り添い、共に成長し
たいです。 

子どもたちの良いとこ
ろを子ども自身に気付
かせ、自信をもたせて
あげられるような教師
を目指します。 

たくさんの経験を積み、
授業や学級経営など
様々な事を学び、児童と
の時間を大切にする教
師になりたいです。 

失敗を恐れず前向きに
挑戦する子どもの気持
ちを大切にし、一人一人
に誠実に丁寧に関わっ
ていきます。 

子ども一人一人の
気持ちに寄り添い
ながら、共に学び共
に成長していきた
いと思います。 

 

子どもたち一人一人
に寄り添い、信頼さ
れる教員になれるよ
う、日々精進してい
きます。 
 

子どもたちと活動を
共にすることで、一
緒に学び成長し続け
られるよう精一杯努
力していきます。 

 

「学校に行くのが楽
しみ！」と子どもた
ちに思ってもらえる
ような学級づくりを
していきたいです。 

 

子どもたちが成長を
感じられるように道
を示し、共に歩んで
いくための信頼関係
を築きます。 

子どもたちが毎日学校
に来たくなるような工
夫をし、自分自身も教
師という職を楽しみな
がら頑張ります。 

明るく笑顔で子ど
もと関わることを
大切にし、何事にも
チャレンジしてい
きます。 

自分にできること
を精一杯やって、一
日も早く一人前に
なれるよう頑張り
ます。 

 

子どもたちから「自分
たちのことをよくわか
ってくれている」と思
われるような教師を目
指します。 

 

やる気いっぱいの子
どもたちの期待に応
えられるよう、笑顔
と感謝を忘れずに
日々努力します。 

明るく、笑顔が溢れ
る学級を目指しま
す。子どもたちの夢
を少しでも手助け
できるように努力
していきます。 

 

挑戦する気持ちを大
切にする学級を目指
します。子どもと共に
学び、成長していける
ように努力します。 

 

口で言うだけでなく、
まずは自分自身が子
どもたちの「お手本」
となれるように関わ
っていきたいです。 

 

思いやりにあふれ
る、明るく温かい学
級を目指して精一杯
頑張ります。よろし
くお願いします。 

 

「当たり前を徹底する
こと」を意識し、子ど
もたちが安心して楽し
い学校生活を送れるよ
う尽力します。 

子どもたちにとっ
て、学校や学級が「安
心できる場所」にな
るように、一人一人
と向き合います。 

 

児童が楽しく明るく
過ごすことができる
「いじめのない学級
づくり」に全力を注い
でいきます。 

一度決めたことをや
り通し、明朗快活で
子どもの手本になれ
るように努めてまい
ります。 

 

いつでも子どもの視
点にたった授業や学
級経営を実践するこ
とができるよう、精
進してまいります。 

子どもが通いたく
なる学校を子ども
と一緒に作ってい
きたいです。目標に
向けて全力で取り
組んでいきます。 

 



屋敷小 主事 塩宦 菜那 藤崎小 栄養教諭 遠藤 歩 実花小 教諭 深澤 大成 

向山小 教諭 太田 優 向山小 教諭 相良 健太 秋津小 教諭 日隈 龍哉 

秋津小 教諭 川上 いちご 香澄小 教諭 菅原 理菜 谷津南小 教諭 高田 紳也 

谷津南小 教諭 工藤 真央 谷津南小 教諭 浅野 由紀江 第一中 教諭 和田 翔 

 

第一中 教諭 嘉門 陸 

 

第一中 教諭 石川 理子 第二中 教諭 大倉 深智 

 

第二中 教諭 金子 陽子 第二中 教諭 佐藤 宏樹 第三中 教諭 瀧本 佳生 

 

第四中 教諭 栗田 洪亮 第四中 教諭 松尾 美来穂 

 

 

第四中 教諭 山中 健 

 

第四中 教諭 松田 琴音 

 

第四中 教諭 石田 京楓 

 

第四中 養護教諭 小林 千紘 

 

第四中 主事 森 茉桜 

 

第五中 教諭 猪田 涼介 

 

第五中 教諭 丸山 航輝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６－ 

学年末に、「このクラス
でよかった」「今日まで
ありがとう」と、生徒か
ら自然に言われる教師
を目指します。 
 

先生方と協力しなが
ら子どもたちがより
良い環境で学べるよ
うに事務職員として
サポートしていきた
いです。 

 

おいしい給食を通じ
て、子どもたちの「今」
と「将来」の心身の健康
につながる食育ができ
るよう頑張ります。 

 

子ども一人一人に寄り
添い、子どもたちが明
るく元気に、楽しく成
長できるよう、励みた
いと思います。 

 

子どもが楽しい学校
生活を送ることがで
きるよう、共に学び
成長できる教員を目
指します。 

子どもたち一人一人
に寄り添うことので
きる教員を目指し、
一緒に成長ができる
ようがんばります。 

子どもたち一人一人
の気持ちに寄り添
い、安心できる学級
づくりを目指してが
んばります。 

子どもが安心して学校
に来られるよう支援し
ていくとともに、子ど
もと一緒に成長できる
教師を目指します。 

子どもの可能性や主
体性を存分に発揮で
きるような支援をし
ていきたいです。 

子どもの可能性を引
き出せるような教師
になれるよう、一つ
一つの言葉を大切に
生活していきます。 

 

子どもたちが毎日、
「学校が楽しい」と感
じることができるよう
に、チャレンジと学び
を続けていきます。 

学校の子どもたちと
笑顔溢れる毎日を送
れるように精一杯頑
張りたいと思います。 

 

生徒の可能性を広げら
れる教師になるという、
自分の夢を実現するた
めに、これからの日々を
頑張っていきます。 

生徒たちの不安や悩
みを受け止めてあげ
ることのできる教師
になりたいと思って
います。 

授業に限らず、普段の
何気ない交流を大切
にし、一人一人に寄り
添うことのできる教
師になりたいです。 

子どもたちの成長を
第一に考え、その支え
となれるような教員
を目指して頑張って
いきたいと思います。 

子どもたちが毎日元
気に楽しく学校生活
を送れるよう、一日
一日を大切に一生懸
命頑張ります。 

「先生と出会えてよか
った。」そんな風に生徒
から思ってもらえるよ
う、日々全力で生徒と
関わっていきます。 

生徒が将来的にも英語
を楽しめるよう、生徒
主体の活動を工夫した
いと思います。よろし
くお願いいたします。 

子どもの視点や気持
ちを大切にし、一人ひ
とりが輝き楽しく学
校生活を送れるよう
取り組みたいです。 
 

子どもたち一人ひと
りの意見を尊重した
指導・支援で一緒に成
長できる教員を目指
して頑張ります。 

子どもたちが安心して
楽しく過ごせる環境づ
くりを目指し、一日一
日を大切に精いっぱい
頑張ります！ 

子どもたちに音楽のよ
さやすばらしさを実感
してもらえるような授
業を目指し、精一杯頑
張ります。 

子どもたちに寄り
添い、心身の健康
をしっかりと支え
られる養護教諭を
目指します。 

子どもたちがよりよ
い学校生活を送るた
めのサポートができ
るよう、全力をつくし
ていきます。 

生徒とともに成
長し、夢や希望を
後押しできるよ
うな教師を目指
します。 

生徒たちと充実し
た学校生活を送り
ながら、日々成長で
きる教員になれる
よう頑張ります！ 



 

 

第五中 教諭 中村 泰希 

 

第五中 教諭 大木 みちこ 

 

第五中 教諭 平岡 亜美 

第五中 主事 白井 魁人 

 

第六中 教諭 愛宕 藍 

 

第六中 教諭 梅澤 柚月 

 

第六中 教諭 藤田 楽 

 

習志野高 教諭 能登 弥悠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

－７－ 

東習志野小学校５年高知尾晴菜さんへ習志野市長より表彰状が贈呈されま
した。高知尾さんは令和４年１月１１日、道で倒れている高齢の方に声をか
け、周囲の人と協力して、救急車を誘導するなど、迅速な救急搬送をするため
に尽力しました。贈呈式では「勇気ある行動は他の児童生徒の模範となる」と
その行動が讃えられました。高知尾さんは「自分のしたことで人を助けること
ができたので、とてもよかった。このような表彰もしてもらえてうれしい」と
その思いを語りました。 

 

生徒も自分も、一年
後には少しでも成長
したと実感できる、
そんな年を積み重ね
ていきたいです。 

新しい出会いに感謝し
て、子どもたち一人ひと
りとしっかり向き合い、
それぞれが大きく成長で
きるように、サポートし
ていきます！ 

出会いを大切にし、生
徒一人一人の心に寄
り添い共に考えられ
る教師となれるよう
精進していきます。 

早く先生方や生徒
の助けになれるよ
うに明るく笑顔で
精一杯頑張りま
す！ 

教材研究を重ね、生徒
の学ぶ意欲が高まる
授業を展開していき
ます。また、日々努力
を重ねていきます！ 

子どもたちと色々な
ことに挑戦し、共に
学び合いながら、愛
情と使命感を持ち全
力で向き合っていき
ます。 

子どもたちに寄り
添い共に学び合う
教員を目指します。
また、安心して学校
生活を過ごせるよ
う頑張ります。 

生徒と積極的に関わ
り、生徒の夢の実現を
サポートしていける
よう、全力で頑張りま
す。 

 

令和４年度は小学校３５名、 
中学校２３名、高等学校１名が
新規採用となりました。 
 新規採用された皆様の御活
躍、心より願っております。 

令和４年３月１７日（木）習志野商工
会議所青年部の皆様より、子どもたちへ
の書籍代（デジタル）として寄附金をい
ただきました。これを受け、中央図書館
にて電子図書の配備を行っており、５月
１８日（水）より利用開始となります。
市内図書館の利用者カードを持っている
方は、電子図書の利用が可能となりま
す。子どもたちがさらに読書に親しみを
もてるようにするためのツールとして期
待されています。 

東習志野小５年 高知尾 晴菜さん 

 

全国で優秀な成績
を収めた習志野高校
柔道部、鎌倉さんと
吹奏楽部、林さん、
山里さん、畑瀬さん、
山邊さんが令和４年
４月４日（月）習志
野市役所で全国大会
での成果を報告しま
した。 

第 44回全国高等学校柔道選手権大会 
優勝 鎌倉 啓太郎さん 

第 45回全日本アンサンブルコンテスト 金賞 
林 夕里子さん  山里 彩花さん 
畑瀬 希楽さん  山邊 仁美さん 



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

≪学校の特色≫ 
「さわやか一中生」を合言葉に、「文

武両道」を目指し、様々なことに積極
的に取り組んでいます。今回は本校の
特色の一つである音楽集会と部活動
について紹介します。 
音楽集会は、合唱コンクールとは別
に実施されているもので、学年合唱、
オーデイションにより選ばれたメン
バーによる独唱や管弦楽部の発表を
公開しています。今年度は中止となっ
てしまいましたが、ぜひとも再開した
い行事です。 

部活動は、全国優勝の経験がある管弦楽・陸上・男子バスケットボールをはじめ、多くの部が全国大会・関東大会
への出場実績を持っています。 
近年の全国大会出場は、陸上部、管弦楽部、野球部の文部科学大臣杯全日本少年春季軟式野球大会が挙げられます。
野球部は千葉県新人大会において平成 30・令和元年度と２年連続で優勝し、全国大会への出場を決めました。(感染症
拡大の影響により令和元年度の全国大会は中止されました。) 

≪おわりに≫ 
学校を取り巻く環境は、時代とともに大きく変わりましたが、これまでの伝統を継承しつつ新たな時代へ柔軟に対
応できるよう保護者・地域の皆様と協力してより良い学校となるよう努力します。 

              (文責 冨田政芳) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リレー連載 
習志野市立東習志野小学校      

生徒数 861名  教職員 56名 

学級数 28 (うち自閉症・情緒特別支援学級３) 

学校教育目標 未来を開拓し、主体的に行動する、心豊かな子供の育成の育成 No.11 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学校の歴史≫ 
木々の緑に囲まれた本校は、昭和４４年に創立され、今年度創立５４年を迎えます。習志野市の文教

地区に位置し、市総合教育センターやコミュニティセンター、東部体育館、東習志野こども園、第四中
学校などの施設に隣接しています。敷地内には果樹園や観察園、複数の池などがあり、子供たちは豊か
な自然の中で、生き生きと学習しています。 

創立の頃の様子 創立２０周年の頃の様子 創立５０周年記念イベント 

≪おわりに≫ 
東習志野小学校は、生活科と理科の研究を続けています。自然からたくさん学び、研究を深めているところです。 
また、朝のフェンスマラソンや各運動部、吹奏楽部など、子供たちが進んで元気に活動しています。教職員は 
「子供たち一人一人を大切に」をモットーに、子供たちと日々向かい合っています。 

 

自然がいっぱい！生き物もいっぱい！すてきな東習志野小学校 

－８－ 

満開の桜が子供たちを迎えます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
みんなが大好き！チーバくん池 

ずっと元気なアイドル・ピーちゃん かわいいウサギのファミリー 

ひょうたん池を 

泳ぐコイ 

地域の方が育ててくれるラン 

稲を育てました（R 元年度） 

こんな筍 

採れました 

（Ｒ元年度） 

雑草園も大切です！ 


